
市　民　し　ん　ぶ　ん　　北区版 　　 第２２７号　平成２６年１１月１5日　（２）（3）　平成２６年１１月１5日　第２２７号　　 　 市　民　し　ん　ぶ　ん　　北区版

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

紅
葉
の
鷹
峯
で
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
！

紙
屋
川
を
美
し
く
す
る
会

　

無
料
休
憩
所
を
設
け
、
見
ど

こ
ろ
を
掲
載
し
た
散
策
マ
ッ
プ

の
配
布
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
し
ま
す
。
地
域
の
歴
史
や

自
然
を
紹

介
す
る
ガ

イ
ド
も
行

い
ま
す
。

鷹
峯
の
魅

力
を
新
発

見
し
て
く

だ
さ
い
。
（
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
）

日�

時　

11
月
15
日
（
土
）
～
30

日
（
日
）
の
土
・
日
曜
、
祝
日

　

�

各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

＊
小
雨
決
行

場
所　

鷹
峯
小
学
校
正
門
前
店
舗

問�

合
せ　

紙
屋
川
を
美
し
く
す

　

北
区
体
育
振
興
会
連
合
会
会

長
の
北
村
脩
氏
が
、
長
年
に
わ

た
り
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
10
月
10
日
に
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

る
会　

楳う
め

田だ

�
☎
090
‐
４
７
６
７
‐
６
６
４
８

「
う
た
ご
え
カ
フ
ェ�

オ
リ
ー
ブ

山
」
を
開
催

京
都
ピ
ア
ノ
と
う
た
の

音
楽
ひ
ろ
ば

　

ピ

ア

ノ
、

ギ
タ
ー
の
生

伴
奏
で
、
み

ん
な
で
一
緒

に

歌

っ

て
、

笑
っ
て
、
お

話
し
し
ま
せ

ん
か
。

月
日　

①
11
月
29
日
（
土
）

　

②
12
月
５
日
（
金
）

　

③
12
月
20
日
（
土
）

時
間
①
②
午
後
１
時
～
３
時

　

③
午
後
０
時
30
分
～
３
時

場
所　

元
喫
茶　

オ
リ
ー
ブ
山

　

�

北
大
路
新
町
北
西
角
を
北
に

50
ｍ

参�

加
費　

500
円
（
飲
み
物
、
お

　

小
野
郷
学
区
で
は
、
北
警
察

署
小
野
郷
駐
在
所
の
駐
在
員
さ

ん
が
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
学
区
内
を
何
度
と
な
く
パ
ト

カ
ー
で
巡
回
し
、
不
法
投
棄
物

が
な
い
か
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ

で
、
大
型
ご
み
の
不
法
投
棄
物

は
ゼ
ロ
に
近
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
道
162
号

線
で
は
、
空
き
缶
や
コ
ン
ビ
ニ

袋
に
入
れ
た
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

が
所
々
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
車
の
通
行
量
が
少
な

い
京
都
マ
ラ
ソ
ン
の
日
に
、
駐

在
員
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
住

民
約
40
～
50
名
が
国
道
沿
い
の

ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

車
中
か
ら
の
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
は
、
北
山
の
美
し
い
景
観
を

汚
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
気
持
ち

の
良
い
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
ほ
し

い
で
す
。
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自
治
記
念
日
の
10
月
15
日
、

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お

い
て
自
治
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
式
典
は
明
治
31

年
10
月
15
日
に
市
民
自
ら
の
手

で
市
長
を
選
任
し
、
市
役
所
を

開
庁
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

昭
和
33
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
、
市
政
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
や
団
体
に
対

し
、
門
川
市
長
か
ら
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
区
内
の
被
表

彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

○�

和
食-

京
の
食
文
化-

特
別

表
彰

　

内
田
隆

○
篤
志
者
表
彰

　

松
本
ま
ゆ
美　
　

山
下
亮
子

○
永
年
勤
続
市
政
協
力
委
員
表
彰

　

後
藤

輝　
　

田
中
巖

　

波
多
野
隆
志　

藤
澤
稔

○�

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推

進
表
彰

︿
う
る
お
い
分
野
﹀

　

石
川
智
規　
　

奥
村
和
彦

　

川
谷
訓
子　
　

木
村
末
二
郎

　

柴
垣
義
人　
　

鈴
木
重
治

　

滝
口
美
津
子　

田
中
悦
子

　

田
中
史
郎　
　

中
田
憲
二

　

成
田
泰
史　
　

花
野
嘉
郎

　

林
玲
二　
　
　

葊
瀨
全
宏

　

福
島
郁
子　
　

藤
林
登

　

増
田
富
雄　
　

間
塚

雄

　

三
上
禮
子　
　

水
本
惠　
　

　

吉
川
二
郎�

（
他
４
団
体
）

︿
活
性
化
分
野
﹀

　

市
川
貢　

︿
す
こ
や
か
分
野
﹀

　

岩
佐
恭
子　
　

浦
谷
武

　

金
道
茂　
　
　

亀
水
将
幸

　

日
下
部
潔　
　

近
藤
和
宏

　

澤
﨑
政
雄　
　

杉
本
寿
一

　

寸
田
克
至　
　

清
野
嘉
奈
子

　

玉
置
千
恵
子　

善
次

　

西
川
紘
一　
　

丹
羽
秀
子

　

灰
野
正
實　
　

橋
本
素
子

　

林
田
直
利　
　

藤
野
精
一

　

水
野
篤
夫　
　

森
田
豊
子

　

山
田
貴
江　
　

由
里
貞
子

　

吉
積
潔　
　
　

和
氣
弘

　

鷲
尾
公
子�

（
他
10
団
体
）

︿
ま
ち
づ
く
り
分
野
﹀

　

北
村
裕
喜
子　

小
西
信
夫

　

小
森
千
賀
子　

酒
井
皓
右

　

（
他
１
団
体
）

北区制60周年記念「北区昔なつかし写真館」今月の一葉

応募者　北区　林　正則 さん
コメント　市電は生活の足として普段からよく利用していまし
た。ある日、坂道の続く千本通りを北に向かって走っていた市
電が、停車中に数メートルもバックしていくという出来事があ
り、とてもびっくりしたことが、いまでも心に残っています。
　来年に控えた北区制60周年を記念して、12月号まで懐かしい写真を１

枚ずつ掲載しています。�問合せ 地域力推進室企画担当　☎432-1199

菓
子
の
持
込
み
可
）

定
員　

40
人
（
当
日
先
着
順
）

問
合
せ　

☎
493
‐
１
５
８
０

現
代
美
術
の
ウ
ェ
ブ
展
覧
会
を

開
催
中

雲
ケ
畑
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ�

Ａ
Ｒ
Ｔ

実
行
委
員
会

　

京
都
造
形
芸
術
大
学
現
代
美

術
・
写
真
コ
ー
ス
の
学
生
が
北

区
の
「
雲
ケ
畑
」
の
歴
史
や
自

然
を
テ
ー
マ
に
制
作
し
た
ア
ー

ト
作
品
の
展
覧
会
「
複
数
の
二

つ
の
点
の
間
の
間
隔
」
を
、
７

月
に
雲
ケ
畑
小
中
学
校
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

作
品
や
公
開
合
評
会
の
様
子

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(http://

kumogahataart.web.fc2.

com/)

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

← 千本北大路から
　 南に向かって撮影（年代不明）

現在�↓

不
法
投
棄

　
　
　
に
向
け
て

小
野
郷
学
区
よ
り

ゼ
ロ 自

治
記
念
日

市
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰

　

人
権
に
関
す
る
理
解
と
認
識

を
一
層
深
め
る
た
め
、
講
演
と

映
画
の
上
映
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
～
４
時
20
分

場
所　

北
文
化
会
館

内
容　

講
演
と
映
画

 

第
１
部　

講
演

　　

講
師
：
薬
師
寺
公
夫
氏

　
　
　
　

�

立
命
館
大
学
大
学
院

法
務
研
究
科
教
授

　

題
目
：
国
際
人
権
と
多
文
化

　
　
　
　

共
生
社
会　

（
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
）

 

第
２
部　

映
画
上
映

「
42 

世
界
を
変
え
た
男
」

　

初
の
黒
人
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
種

差
別
に
「
や
り
返
さ
な
い
勇
気
」

を
も
っ
て
対
峙
し
、
大
リ
ー
グ

全
球
団
の
永
久
欠
番
に
な
っ
た

男
を
描
い
た
映
画
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
上
映
（
日
本
語

字
幕
・
音
声
ガ
イ
ド
あ
り
） ©�2013�Legendary�Pictures�

Funding,�LCC

人
権
月
間
記
念
事
業

～
北
区
人
権
の
つ
ど
い
～

雲
ケ
畑
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

雲
ケ
畑
地
域
活
性
化
委
員
会

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
ク
リ

ス
マ
ス
用
ミ
ニ
杉
玉
づ
く
り

（
事
前
申
し
込
み
・
先
着
20
名
）

や
混
声
合
唱
団
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
温
か
い
軽
食
な
ど

も
販
売
し
ま
す
。（
雨
天
決
行
）

日
時　

12
月
６
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場�

所　

雲
ケ
畑
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー

＊�

で
き
る
だ
け
、
も
く
も
く
号

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（「
出

合
橋
」
下
車
徒
歩
15
分
）

問�

合
せ
・
申
込
み　

地
域
活
性

化
委
員
会
（
雲
ケ
畑
出
張
所

内
）�

☎
406
‐
２
０
０
１

自
主
的
な
活
動
を
区
役
所
が
支
援
し
て
い
ま
す

雲ケ畑バスもくもく号
（ヤサカ自動車）時刻表
雲ケ畑岩屋橋行
　（土日・休ダイヤ）
　　北大路駅前　�8:40
　　出合橋　　　�9:04���

北大路駅前行
　（土日・休ダイヤ）
　　出合橋　　　15:15
　　北大路駅前��15:40

北
区
つ
な
が
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
っ
て
何
？

　

北
区
の
ま
ち
に
つ
な
が
り
の

あ
る
人
が
集
い
、
み
ん
な
で
楽

し
く
「
ま
ち
」
に
つ
い
て
考
え
、

話
し
合
う
場
で
す
。

ど
ん
な
人
が
参
加
す
る
の
？

　

北
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

つ
い
て
、
話
し
た
い
人
・
聞
き

た
い
人
・
行
動
し
た
い
人
な
ど

仲
間
と
つ
な
が
り
た
い
方
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

老
若
男
女
問
わ
ず
、
幅
広
い

世
代
の
方
々
が
和
気
あ
い
あ
い

と
意
見
交
換
を
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
20
日
（
土
）
午
前

　

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

申�

込
み　

地
域
力
推
進
室
企
画

担
当�

☎
432
‐
１
１
９
９

メールkita-ku@city.kyoto.jp

冬
場
の
食
中
毒

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
！

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中

毒
は
、
一
年
を
通
じ
て
発
生
し

ま
す
が
、
特
に
、
秋
か
ら
冬
場

に
多
い
の
が

特
徴
で
す
。

感
染
経
路
は
？

①�

感
染
者
の
嘔
吐
物
や
糞
便
を

介
し
て
の
感
染
。

②�

感
染
し
た
調
理
従
事
者
が
、

十
分
な
手
洗
い
を
行
わ
ず
に

食
品
等
を
汚
染
し
、
感
染
。

③�

汚
染
さ
れ
た
カ
キ
な
ど
の
二

枚
貝
を
生
や
不
完
全
な
加
熱

の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
に
よ
り

感
染
。

症
状
は
？

　

１
～
２
日
の
潜
伏
期
を
経
て

発
病
し
、
吐
気
、
腹
痛
、
下
痢
、

発
熱
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

①�

調
理
前
や
ト
イ
レ
後
は
徹
底

し
た
手
洗
い
と
消
毒
を
行
う
。

②�

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
身
の

中
心
温
度
を
85
～
90
℃
で
90

秒
間
以
上
、
十
分
に
加
熱
を

し
て
食
べ
る
。

③�

使
用
前
後
の
調
理
器
具
な
ど

は
殺
菌
漂
白
剤
（
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
ま
た
は
熱

湯
（
85
～
90
℃
で
90
秒
間
以

上
）
で
十
分
消
毒
す
る
。

問�

合
せ　

衛
生
課

�

☎
432
‐
１
４
６
７

テ
ー
マ
「
う
ち
ら
の
京
と
、」

　

「
北
区
こ
こ
ろ
の
キ
ャ
ン
バ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
精

神
に
障
害
の
あ
る
方
々
の
社
会

復
帰
や
社
会
参
加
を
地
域
ぐ
る

み
で
応
援
す
る
取
組
や
、
区
民

の
皆
様
に
こ
こ
ろ
の
病
気
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
夢
と
希
望
の
作
品

展
は
、『
う
ち
ら
の
京
と
、』
を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。
北
区
内

の
精
神
保
健
福
祉
に
関
わ
る
施

設
で
制
作
さ
れ
た
、
個
性
豊
か

で
心
温
ま
る
作
品
の
数
々
を
展

示
し
ま
す
。

　

期
間
中
に
は
「
共
同
作
業
所

む
つ
み
の
家
」
の
手
作
り
雑
貨

や
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
館
」
の
お
菓

子
を
販
売
す
る
日
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日�

時　

12
月
２
日
（
火
）
～
12

月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所　

キ
タ
オ
オ
ジ
タ
ウ
ン

　

１
階
ス
ペ
ー
ス
ろ
さ
ん
じ

費
用　

無
料

問�

合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

母
子
・
精
神
保
健
担
当

�

☎
432
‐
１
４
５
４

保
健

　
セ
ン
タ
ー

　
　
だ
よ
り

食育セミナー
京の旬野菜クッキング♪

「旬の野菜、京の食材・おばんざい」
～京の郷（きょう）食～

　旬の野菜は、栄養価が高く、理にかなった働きもあります。
　京の食文化を継承した京のおばんざいづくりを通じて、健康づく
りを実践しましょう。

日　時　　12月５日（金）
　　　　　午前10時～午後０時30分（受付：午前９時45分）
場　所　　北保健センター　栄養実習室
内　容　　講話「京の旬野菜とおばんざい」
　　　　　調理実習「京のおばんざいで健康クッキング」
　　　　　試食・交流
対　象　　北区にお住まいの18歳以上の方
　　　　　料理初心者の方も大歓迎です
定　員　　18人（先着順）　　参加費　500円
持ち物　　エプロン、三角巾（スカーフなど）、手拭きタオル
申込み　　11月17日（月）午前８時30分から、電話または
　　　　　窓口にてお申し込み下さい。
問合せ　　健康づくり推進課 成人保健・医療担当 ☎432－1438

北
区
こ
こ
ろ
の
キ
ャ

ン
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

夢
と
希
望
の
作
品
展

　

北
区
に
お
け
る
大
学
・
地
域

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
大

谷
大
学
と
協
働
し
、
環
境
美
化

と
ご
み
減
量
な
ど
に
関
す
る
区

民
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
の

美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
12
月
１
日
が

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
エ
イ
ズ
予
防
の
普

及
啓
発
も
併
せ
て
実
施
し
ま

す
。

日�

時　

11
月
20
日
（
木
）

　

午
後
０
時
20
分
～
１
時
30
分

場��

所　

①
啓
発
活
動
：
大
谷
大

学
お
よ
び
北
大
路
ビ
ブ
レ
周

辺
、
②
清
掃
活
動
：
大
谷
大

学
お
よ
び
北
大
路
ビ
ブ
レ
～

北
区
役
所

問�

合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
課

�

☎
432
‐
１
４
２
３

　

８
月
27
日
に
地
元
商
店
街
の

ご
協
力
を
得
て
、
警
察
署
・
消

防
署
・
区
役
所
と
合
同
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

店
舗
の
置
き
看
板
や
商
品
な

ど
が
道
路
に
は
み
出
し
て
置
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
安
全
な
利
用
に
つ

い
て
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

だ
れ
も
が
安
全
に
道
路
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

合
せ　

北
部
土
木
事
務
所

�

☎
492
‐
３
１
１
１

11
月
は
「
京
都
市
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
月
間
」

～
北
区
を
健
康
で
美
し
い
ま
ち
に
し
よ
う
！
～

　

カ
フ
ェ
“
ふ
ら
っ
と
紫
竹
”

～
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る

喫
茶
型
サ
ロ
ン
～

　

毎
月
第
３
水
曜
日
の
午
前
10

時
～
12
時
に
紫
竹

児
童
館
に
て
、
カ

フ
ェ
〝
ふ
ら
っ
と
紫

竹
〟
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
月
１
回
、
紫

竹
自
治
連
合
会
の
福
祉
に
関
わ

る
各
種
団
体
が
集
ま
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
感
じ
て
い
る
地
域
福
祉

の
課
題
を
協
議
す
る
場
か
ら
生

ま
れ
た
「
誰
も
が
気
軽
に
集
え

る
場
づ
く
り
」
の
一
環
で
す
。

　

「
孤
独
な
想
い
を
し
て
い
る
方

に
来
て
も
ら
い
た
い
」、「
多
世
代

の
顔
の
つ
な
が
り
が
も
て
る
よ

う
な
場
に
し
た
い
」、「
買
い
物
つ

い
で
に
、
ふ
ら
っ
と
寄
れ
る
よ
う

な
場
に
し
た
い
」
な
ど
、
何
の

た
め
に
、
ど
ん
な
人
を
対
象
に
、

ど
の
よ
う
な
場
を
つ
く
り
た
い

の
か
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、

９
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
紫
竹
学
区

に
限
ら
ず
、
各
学
区
社
協
が
地

域
課
題
に
応
じ
た
様
々
な
取
組

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

問�

合
せ�

北
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
441
‐
１
９
０
０

学
区
社
協

 

活
動
紹
介

　

京
都
市
で
は
、
地
域
団
体
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
連
携
し
、
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
事
業

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

寄
附
と
同
額
を
市
が
補
助
す
る

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
採
択
事
業
が
決
定

し
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

活
動
の
財
源
と
な
る
寄
附
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

北
区
内
で
実
施
す
る
事
業
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
！

事�

業
名　

障
害
の
あ
る
人
と
子

ど
も
た
ち
が
〝
楽
し
く
〟
出

会
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内�

容　

障
害
者
の
就
労
支
援
施

設
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い

る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ウ
ィ
ン

グ
」
と
「
上
賀
茂
児
童
館
運

営
協
力
会
」
が
連
携
し
、
障

害
の
あ
る
人
達
と
子
ど
も
達

が
も
の
づ
く
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
、
同

じ
空
間
で
時
間
を
過
ご
し
、

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め

る
こ
と
で
、�

障
が
い
の
有
無

に
よ
ら
な
い
、
明
る
い
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

寄
附
募
集
額　

12
万
５
千
円

寄�

附
方
法　

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
掲
載
（「
京
都
地
域

創
造
基
金
」
で
検
索
）。

問�

合
せ　

地
域
自
治
推
進
室

　

市
民
活
動
支
援
担
当

�

☎
222
‐
４
０
７
２

暖
房
器
具
の
取
扱
い
に
は

　
　
　
　
　
　
　

ご
注
意
！

　

近
年
、
暖
房
器
具
の
中
で
も

電
気
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
の
火
災

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
や
ハ
ロ
ゲ
ン

ヒ
ー
タ
ー
は
、
手
軽
に
使
え
て

炎
が
出
な
い
か
ら
安
全
だ
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

過
去
５
年
間
に
発
生
し
た
暖

房
器
具
火
災
の
６
割
以
上
は
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

例�

１�

寝
返
り
な
ど
で
布
団
が

電
気
ス
ト
ー
ブ
に
接
触

例�

２�

電
気
ス
ト
ー
ブ
の
上
に

干
し
て
い
た
洗
濯
物
が
落
下

　

暖
房
器
具
が
原
因
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き

は
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。

◆�

カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い

物
の
近
く
で
使
用
し
な
い
。

◆�

洗
濯
物
の
乾
燥
に
は
使
用
し

な
い
。

◆�

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ス
ト
ー

ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
上

や
そ
ば
に
置
か
な
い
。
ス
プ

レ
ー
缶
が
過
熱
さ
れ
、
破
裂

や
爆
発
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆�

そ
の
他
、
暖
房
器
具
の
取
扱

説
明
書
を
よ
く
読
み
、
正
し

く
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

問�

合
せ　

北
消
防
署

�

☎
491
‐
４
１
４
８

地
域
団
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
の
連
携
事
業

に
対
す
る
寄
附
を 

募
集
し
て
い
ま
す
！

夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
に
注
意

　

夕
暮
れ
時
は
交
通
事
故
が
多

発
し
ま
す
。
特
に
仕
事
や
学
校

か
ら
の
帰
宅
時
間
と
夕
暮
れ
時

が
重
な
る
10
月

か
ら
年
末
に
か
け

て
は
交
通
事
故
が

多
発
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車

を
運
転
し
て
い
る
と
き
は
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
く
と

き
も
LED
ラ
イ
ト
や
車
の
ラ
イ
ト

が
当
た
る
と
光
る
反
射
材
を
活

用
し
、
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
北
警
察
署
で
は
北
交

通
安
全
協
会
と
連
携
し
て
、
交

通
事
故
死
者
の
約
半
数
を
占
め

る
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

交
通
教
室
や
夕
暮
れ
時
の
街
頭

啓
発
を
行
い
、
ミ
ニ
LED
ラ
イ
ト

の
点
灯
・
装
着
促
進
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問�

合
せ　

北
警
察
署
交
通
課

�

☎
493
‐
０
１
１
０

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

定
員　

400
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申�

込
方
法　

11
月
18
日
（
火
）

～
12
月
２
日（
火
）ま
で「
京

都
い
つ
で
も
コ
ー
ル
」（
４

面
右
下
参
照
）
に
て
電
話
・

fax
・
メ
ー
ル
で
受
付
。

問�

合
せ　

地
域
力
推
進
室
ま
ち

づ
く
り
推
進
担
当

�

☎
432
‐
１
２
０
８

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

11
月
12
日
（
水
）～
25
日
（
火
）

Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口  

☎
874- Ｄ

Ｖ

４よ

９く

７な

１い

パ
ネ
ル
展

11
月
12
日
（
水
）
～
25
日
（
火
）

区
役
所
２
階
ロ
ビ
ー

だ
れ
も
が
安
全
に

使
え
る
道
路
へ

北
区
体
育
振
興
会
連
合
会 

会
長
　
北
村
脩 

氏

文
部
科
学
大
臣
表
彰 

受
賞

式典の様子

前回のワークショップ

参
加
者
募
集
中
♪

北
区
つ
な
が
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

合評の様子

進
行
中
！

ま
ち
づ
く
り


